
◆◆平成 27 年度年金数理 問題 1.(3)①◆◆ 

（３）Trowbridge モデルの年金制度において、定常人口を仮定するものとする。次の①～

④について 正しいものの組み合わせとして最も適切なものを選択肢の中から１つ選びな

さい。 

 

① 開放基金方式において、未積立債務の償却を永久償却（未積立債務の予定利息相当分の

みを償却）とした場合には、標準保険料と特別保険料の合計は開放型総合保険料方式の保険

料と同じとなる。 

 

◆◆簡単解説◆◆ 

よく出題されますよね、開放基金方式と開放型総合型総合保険料方式の比較。 

開放総合型保険料方式の特徴としましては、標準保険料、特別保険料の区分がないことです。 
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この保険料で収支相等するということはわかりますよね。しかし、この方式には問題があっ

て、不足金が発生した場合それを償却できません。不足金をΔ𝐹と表すと、そこに係る保険

料は 
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となり、ただ不足金の利息を償却するだけのものになり、永久に償却が完了しません。 

さて、本題に戻り、開放基金方式の標準保険料 P、責任準備金 V は、 
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となり、未積立債務 𝑉𝑂𝐴𝑁 − 𝐹を永久償却する特別保険料𝑃𝑃𝑆𝐿は、 
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となります。あとは 𝑃𝑂𝐴𝑁 と P𝑃𝑃𝑆𝐿を加えて、 
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となり、開放型総合保険料方式の保険料と一致することがわかります。 

冒頭に申したとおり、開放型総合保険料方式は不足金を永久償却するものであることをわ

かっていれば、イメージしやすい問題です。 

 

(注) 当解説は筆者の個人的な考えであり、当解説に対して一切に責任を負うものではあり



ません。 


